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黑
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。
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狀

態

に

反

映.し
、
と
の 

II
が
ら
見
'て
議

が

父

權

に_

し
て
行
く
過
程%:
第
一.

1

次
大
戰
に
ょ
が
： 

所
が
大
き
い
と
い
え
ょ
ぅ
。
一

：'
:
: 

:

: 

. 

..■
• 

黒
人
の
膪
史
は
い
ま
だ
九
十

^

^

ら
ず
の
も
の
で
あり
、，
m i
^

の
^1
く

‘

七
0
•
•(

六
九
六〕

他
の
移
段
と
は
ア
メ
リ
.
力
に
於
て
與
っ
た
發
展
過
程
を
持
っ
そ
い
る
が
、：

.

-
同
じ
人
間
社
！0
^
造
の
パ>
ン.
に
そ
つ
て
勘
步
を
し
な
が
ら
も
、
_
.

に
：
 

'

對
す
る
感
受^
が

强

、
か

っ

た

と

見

ら

れ

る

。

F
ra

z
ie

r

の

い

う

<

^

の

黑 

.
人
の
發
展
ヽ
と
く
に
ア
メ
リ
カ
の̂
人
®,
と.
の
融
合
に
つ
い
て
は
、
次
の 

':
五
；り
旅&:.
げ

ら

如

る

。
マ
卽
ち
へ
一

.
っ&
ば
<;:南
激
0
邀_

濟
_

が 

の
如
く
續
く
も
の
で
あ
れ
ば
、
黑
人
の
農
射
か
ら
都
市
へ
、
南
部
か
ら
北 

部
へ
の
移
動
は
さ
け
得
な
い
。
.
ニ
っ
に
は
大
都
市
へ
流
れ
込
む
黑
人
は
依 

へ
然
と
：し.
て

贫

看

を.
形
成
1>
>
貧

困

，に

襲

わ

れ

て

家

族

は

崩

壊

せ

■ざ

る

を 

将

方

い::
p

H:
lvo
'に
ば

過

进

の
■藤

：
备

る.點

咳

.

.
人 

名
大
き.
>
が

.'
:>:

職

業

的

整

別

.
の.-rv；

イX

が
'ょ
り
强
く
な
う
、
白
人
と
肩
を 

並
べ
'て
プ：

V3.
レ
タ
リ
T
丨
;;
b
層
を
形
腺
し
て
ゆ
く̂

あ
'ろ
う0

四
っ
に 

ゆ

、

と

れ

；
か
：
ら

益

：
々

«

人
の»
立
的
な
社
會
ば
崩
壞
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て 

家
族
の
編
成
も
亦
變
る
で
.
あ
：ろ
う0
>
と
：で
ア.
リ
ガ
：の
白
人
種
と
の
融
合 

,
の
度
合
はS
今
後
^ :
雜
婚
ょ
り
も
む.
し
ろ
ア
メ.
，
リ

カ

經

濟

の

動

向

に

ょ

0-
' 

,
決

定

；
ぜ

ら

れ

、

黑

人

邡

そ

.
の
搞
造
§

に
匕
.の
程
度
參
加
す
る
か
に
ょ
っ 

■■
:て
定.
め
；ら
れ
て
行
く.
で
あ
ろ3
0

へ
卽
ちF

ie
r

 
.は
：
民

族

差

別

問

®

の 

重

埏

蚀

、

及

び

と

^--
間
題
0
解
決
、
そ
し
て
最
後
に
黑
人
家
族
の
形
態
を

. 

hー
今
後
の
ア
メ
リ
カ'經
濟
い
か
ん
に■ょ
る.
も
の
で
あ
る'-
^
い
わ
ん
と
1>
て
い 

^

-
0

,

 ̂

^
，，

.

.
へ

-
,

.

■*
.
■
.-

 

_ ；
.か
く V

:

本
書
ぼ
樹
り
社:#
學
的
觀
點
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
.
ー
經
病
凫
地'
 

が
^
見
て.
、1
人
倘
題
が
ア
メ
リ
カ
經
濟
に
と
つ
'て
占
め
る
囊
を
理
解 

、
す
る
土
に^
^
づ
文
献
と
ド
っ
て
差
支
ぇ
な
い
ざ
あ
ろ̂
,̂
'

0

論

文

紹

.

.
w
'
,
^'
フ
マ
‘ソ
こ
：
' 

へ
-

.

.

.

.

.

,

.

.

.

:

『

莢

國

に

於

け

多

芥

業

生

產

の

發

展

-

-
量

的

硏

究

一r
l

へ"W
V

 H
o
S
m
a
n
n
,

 

R
T ば e 

G
r
o
w
t
h
o
M
n
d
u
s
t
r
i
a
i

 ?
r
o
d
-
a
c
t
i
o
n

-

• 

- 

.

.

.

.

. 

•
•
•
•
;
»
• 

.

. 

•
•
•
- 

• 

• 

• 

- 

- 

- 

. 

.

.

. 

. 

:

B*G
r
e
a
t

 B
r
i
t
a
i
n
:

 A

 

Q
u
a
n
t
i
t
a
t
i
v
e

 

s
t
u
d
y
、

E
c
o
n
o
m
i
c

 

H
i
s

c+o
r
y
w
e
v
i
e
w
.

 

2
n
d

 

S
er
i
e
s,

 

vol. 

2
.
N
0
. 

2

 

1949, 

p
p
.

 

1
6
2
丨

替
； 

'

■.
.
本稿
業在
齑高
の變
化

'か
最
的
分
析
に
鄹
す
名
ー
：試
論
ヤ

％_
V
 

.る
。
物
迸^

}產
め
み
を
！̂
.い
、
生
麁
高©:
糧

や

生

議

の

指_
を
.
• 

作

成

.1

.ょ
ぅ
と
す?>
も
の
で
は
な
い.ー0;
然
し
物
最
的
な
生
產
額
の
：數

字

も

.' 

常
に
楷
ら
れ
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總
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と
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展
取
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す
る
。
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の
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ば
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綿
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綿
糸
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共
^

^
財
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體
の
發
展
率
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い
率
を
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し
た
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の
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製
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で
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つ
そ
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る
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.
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:
ぺ
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迄
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け
て
い
る
。
：
輸
出
が
殆
ん
ど
：な
い
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ず
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的
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に
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け
る
需
耍
の
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大
に
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業
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を

^

る
新
：|
-
1業
で
あ
る
た
め)

に
異
常
仏
發
展
率
を
示 

す
'エ

業(

ア
ル
ミ
-二
ゥ
ん
ヽ
ゴ
ム
、
人
絹
、
猫
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